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楽しくなる
　　夢中 になる
　　　　 笑顔 になる

公益財団法人 兵庫県老人クラブ連合会

〒650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3 兵庫県民会館内

T E L （078）332-0574

F A X （078）332-3556

Eメール hyorolen@oak.ocn.ne.jp

U R L http://www.hyorolen.or.jp

のじぎくクラブ兵庫

【ご寄付のお願い】
　平成25年４月１日から本会は公益財団法人へ移行していま
す。本会への寄付金については、税制上の優遇措置が受けら
れることとなります（詳細は税理士等にお尋ねください）。
　個人・法人・団体とも金額は問いません。事業計画に沿っ
た公益目的事業に充当させていただきますので、高齢者の福
祉の向上のためにご支援をよろしくお願いします。

　この９月 13 日で、県老連
は創立60周年を迎えます。
　記念式典が開催できないた
め、会長メッセージと老人ク
ラブの歩みを掲載しました。
� （詳細は２〜３ページ）

紙面のご案内 ◎会 計 簿
　だれでも簡単につけられます。
　Ａ４版　定価400円（税込）

◎活動日誌
　活動記録簿、年間の計画・実績
報告書を作成するのに便利です。
　Ａ４版　定価700円（税込）

　会計処理・活動記録の透明性確
保のために是非ご活用ください。
　お申し込みは市町老連でとりま
とめて、12月初旬までに県老連へ
お申し込み下さい。

全国老人クラブ連合会発行

令和３年度版

「老人クラブ会計簿」
「老人クラブ活動日誌」

のご案内

（画像はイメージです）

令和３年度版 令和３年度版

創立� 周年60県老連

記念号
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会長60周年
記念メッセージ

老人クラブのあゆみ
県老連会長特別感謝

県老連事業報告

県のお知らせ

活動事例報告
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私
達
の
兵
庫
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）９
月
に
結
成
さ

れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
、今
年
で

ち
ょ
う
ど
創
立
60
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
加
入
す
る
単
位
ク
ラ

ブ
は
約
３
，５
０
０
余
り
、
会
員

数
は
約
19
万
人
を
擁
す
る
組
織

で
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
全
老
連
）
に
加
入
す
る
都
道

府
県
や
指
定
都
市
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
63
団
体
中
で
、
ク
ラ

ブ
数
で
２
位
、
会
員
数
で
３
位

の
一
大
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
急
増
す
る
も
の
の
、
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
率
・
会
員
数

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
、
１
点
目
に
は

「
高
齢
者
の
意
識
の
変
化
」
が

挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

年
々
平
均
寿
命
が
伸
び
る
こ

と
に
よ
り
、
か
つ
て
は
高
齢
者

と
見み

な做
さ
れ
て
い
た
70
歳
代
の

方
も
、
今
で
は
ご

自
分
の
こ
と
を
高

齢
者
と
思
わ
れ
て

い
る
方
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。

　

２
点
目
は
、「
就

労
年
齢
の
上
昇
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
戦
後
か
な
り
の
期
間
は
、

企
業
等
の
定
年
は
55
歳
が
一
般

的
で
し
た
が
、
現
在
は
、
65
歳

が
当
た
り
前
で
、
令
和
３
年
４

月
か
ら
は
70
歳
ま
で
が
努
力
義

務
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め
、

や
は
り
就
労
し
な
が
ら
の
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
昨
今
、
特
に
顕

著
な
風
潮
と
し
て
、「
面
倒
な

こ
と
に
は
関
わ
り
合
い
た
く
な

い
、
特
に
役
員
に
は
な
り
た
く

な
い
」
と
い
う
意
識
が
強
い
せ

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
集
団
の
煩

わ
し
さ
・
拘
束
を
嫌
う
風
潮
（
集

団
よ
り
個
人
を
優
先
す
る
。）

や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
に
よ

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
な

く
と
も
他
の
人
々
と
交
流
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
等

が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
自
信

を
持
っ
て
主
張
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

私
た
ち
高
齢
者
の
一
番
の
願

い
は
「
健
康
長
寿
」
で
す
。

　

単
に
長
生
き
を
す
る
だ
け
で

な
く
、い
か
に「
健
康
寿
命
」（
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
）
を
伸
ば
す
か
が
、
切

実
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
健
康
長
寿
」
以

上
に
大
切
な
こ
と
、
そ
れ
は
、

『
毎
日
を
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
』

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に

価
値
観
や
考
え
方
が
異
な
り
ま

す
が
、
私
は
、『
朝
、
気
持
ち

良
く
目
覚
め
、
美
味
し
く
ご
飯

を
い
た
だ
き
、
家
族
や
気
の
合

う
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
お
し
ゃ

べ
り
し
、
笑
い
合
い
、
一
緒
に

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
、
気
持

ち
よ
く
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ
と

が
で
き
る
。』
こ
れ
に
尽
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、『
健
康
』

と
『
仲
間
と
の
交
流
』
こ
そ
が
、

不
可
欠
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
を
簡
単
に
満
た
す

こ
と
が
で
き
る
最
も
身
近
な
方

法
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入

で
す
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
増
え
な
い
大
き
な
原
因
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。」
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
ご
意
見
を

謙
虚
に
受
け
止
め
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
皆
様
に
、
私
た
ち
が

日
々
実
感
し
て
い
る
「
幸
せ
」

を
お
伝
え
し
た
い
と
切
に
願
っ

て
お
り
、今
後
も
、身
近
な
方
々

へ
声
か
け
を
、
着
実
に
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、

全
世
界
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
共
存
す
る
生
活
の
あ
り

方
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
高
齢
者
は
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
の
中
で
、
数
多
く
の

苦
し
み
・
悲
し
み
・
痛
み
を
経

験
し
な
が
ら
も
、
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
を
克
服
し
、
今
日
、
毎
日

を
笑
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
と
っ
て
、『
人
と
の
ふ
れ
あ
い
』

こ
そ
が
す
べ
て
で
す
。

　

人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く

り
・
生
き
が
い
づ
く
り
に
勤
し

み
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
人

と
の
交
流
が
し
た
く
と
も
で
き

な
い
現
状
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
と
っ
て
、
本
当
に
大
き
な

試
練
の
と
き
で
す
。

　

し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

こ
の
大
変
な
時
に
こ
そ
、
改
め

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義

や
本
当
の
良
さ
・
楽
し
さ
を
見

つ
め
直
し
実
感
す
る
好
機
と
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
行
動
の
適
切
な

自
制
を
通
し
て
こ
の
非
常
に
困

難
な
状
況
を
克
服
し
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
、
誰
も
が
好
き
な

時
に
、
好
き
な
こ
と
を
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
日
々
を

回
復
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
、
一
日
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
『
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
あ
り
方
』
を
皆
さ

ん
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
諸

先
輩
の
努
力
の
結
果
、
60
年
に

も
及
ぶ
組
織
を
受
け
継
い
で
い

ま
す
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の

流
れ
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
が
有

す
る
豊
富
な
知
識
・
経
験
を
活

か
し
て
地
域
の
諸
団
体
と
協
働

し
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間

と
一
緒
に
、〝
楽
し
く
な
る
・
夢

中
に
な
る
・
笑
顔
に
な
る
〟
を

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
笑
顔

を
い
っ
ぱ
い
に
浮
か
べ
思
い
っ

き
り
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ス
ポ
ー

ツ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
み
、
健
康
で
幸

せ
な
毎
日
の
生
活
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
‼

兵庫県老人クラブ連合会

会長　中村 美津子
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会
長
特
別
感
謝

浅見　真一（女性・若手リーダー研修会講師・健康ウォークラリー県大会講師）

不動　博文（のじぎくクラブ農園運営）

山口　幸雄（のじぎくクラブ農園運営管理・ボランティアコーディネート）

山中　克美（のじぎくクラブ農園運営管理・ボランティアコーディネート）

芦屋市ボランティアグループ（代表：大嶋三郎）

淡路ブロックボランティアグループ（代表：市川富夫）

金澤　牧博・たず子（加西市）

三宅　博明（加西市）

藤原　則男（神河町）

古家　憲子（市川町）

兵庫県老人クラブ連合会会長特別感謝

老人クラブの歩み

のじぎくクラ
ブ農園の収穫
に尽力し、全
国の被災地支
援に貢献

松﨑　　明・松﨑　和代（芦 屋 市）

横山　一彦・横山　優子（伊 丹 市）

谷崎　　旭・谷崎紀代子（伊 丹 市）

辻下　良治・辻下　冨代（伊 丹 市）

池田　哲男・池田　道子（伊 丹 市）

山本　道夫・山本みどり（豊 岡 市）

寺谷健次郎・寺谷　和子（豊 岡 市）

木本　吉郎・木本　房江（赤 穂 市）

伊藤　　隆・伊藤　光代（高 砂 市）

光田　剛啓・光田　澄江（高 砂 市）

柏木　三男・柏木　弘子（高 砂 市）

武元　吉盛・武元　　都（高 砂 市）

丸岡　　肇・丸岡　節子（加 西 市）

森　　勝治・森　　孝子（養 父 市）

足立　一良・足立満千代（丹 波 市）

畑中　雄作・畑中　慶子（たつの市）

岩本　信義・岩本あき子（太 子 町）

三輪　一三・三輪美智子（香 美 町）

小西　　勉・小西千年世（新温泉町）

（1） 県老連活動への功労に対する感謝 （2） 夫婦会員

年　次 主なできごと

1947 昭和22
多可郡野間谷村（現多可町）が９月15日を「とし
よりの日」と定める

1960 昭和35 県老人会連合会結成大会（９月13日）

1962 昭和37 全国老人クラブ連合会結成大会（４月５日）

1963 昭和38 老人福祉法施行

1966 昭和41「老人の日」を「敬老の日」として国民の祝日に制定

1968 昭和43
近畿老人クラブ連絡協議会発足

県老連が新設の県民会館内に事務局開設

1971 昭和46 県老連 財団法人の認可を受ける（10月１日）

1973 昭和48 全老連「老人クラブ運営指針」策定

1979 昭和54 65才以上人口、全国で１千万人突破

1982 昭和57 全老連会員章制定

1986 昭和61 県老連「組織・事務・事業検討委員会」設置（12月）

1987 昭和62

県老連、総務財政・企画事業・調査広報・婦人の４
部会を設置

市町老連会長研修会を開催（幹部研修を名称変更）

全老連「老人クラブ保険」を新設

1988 昭和63

県老連 名称を「兵庫県老人会連合会」から「兵庫
県老人クラブ連合会」に変更（６月１日）

婦人幹部研修会を開催（女性リーダー研修会）

1989 平成元 長寿番付表を作成（平成18年度で廃止）

1991 平成３ 「県老連三十年史」発行（３月25日）

1993 平成５ 第22回全国老人クラブ大会を神戸市内で開催

1995 平成７ 阪神淡路大震災発生（１月17日）

2000 平成12
介護保険制度が開始

65才以上人口、全国で2千万人突破

年　次 主なできごと

2001 平成13
創立40周年記念誌「県老連10年の歩み」発行（３
月31日）

2005 平成17

第１次兵庫県老人クラブ会員加入促進増強運動
の展開（22年３月まで）

兵庫県老連若手委員会設置

５年ごとに開催の兵庫県老人クラブ大会を「兵庫県
高齢者の集い」に名称変更し、毎年開催で開始

2007 平成19 県老連機関紙の愛称を「きずな」とする。

2008 平成20

郡老連廃止

後期高齢者医療制度施行

市町老連若手リーダ－研修会を県下４ケ所で開催

2009 平成21
老人クラブ等事業運営要綱一部改正（会員規模概
ね30人以上）

2010 平成22
県老連愛称制定「のじぎくクラブ兵庫」（４月１日）

第２次兵庫県老人クラブ会員加入促進増強運動
の展開（27年３月まで）

2011 平成23

創立50周年記念誌（兵庫県老連10年の歩み）発
行（２月１日）

東日本大震災（３月11日）

2012 平成24
県老連活動スローガン“楽しくなる 夢中になる 
笑顔になる”を制定

2013 平成25
県老連 公益財団法人に移行（４月１日）

第１回グラウンド・ゴルフ県大会開催

2014 平成26

全老連「老人クラブ100万人会員増強運動」開始
（30年度まで）

県老連「2.5万人会員増強運動」の展開

健康ウォークラリー講習会を健康ウォークラ
リー県大会に変更（第１回）

2019 令和元 「令和」が始まる
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県
老
連
事
業
報
告

・
被
災
地
支
援
10
年
間
の
取
組
総
括

・
の
じ
ぎ
く
ク
ラ
ブ
兵
庫
助
成
事
業

災
を
は
じ
め
、

熊
本
地
震
、
平

成
30
年
７
月
豪

雨
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
な

ど
実
に
数
多
く

の
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

兵
庫
県
老
連

で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で

頂
戴
し
た
厚
い

ご
支
援
に
感
謝

す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
仲

間
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
場

合
は
、
可
能
な
限
り
の
支
援

を
行
う
こ
と
を
決
意
し
、
こ

の
10
年
間
、
被
災
地
支
援
に

誠
意
を
込
め
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
一
例
を
挙
げ
る

と
、

1 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
ザ
ー

の
開
催

　

 

県
内
の
市
町
老
連
か
ら

寄
託
さ
れ
た
物
品
を
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、
そ

の
収
益
を
被
災
地
支
援
へ

活
用
。

2 

の
じ
ぎ
く
ク
ラ
ブ
兵
庫

農
園
の
運
営

　

 

じ
ゃ
が
い
も
・
さ
つ
ま

ク ラ ブ 名 事 業 内 容
弥生会岩園町老人会（芦屋市老連） 健康ヨガ体操
亀寿会（宝塚市老連） スポーツを通じて行う「健康増進と地域交流」事業
光が丘美咲喜会（宝塚市老連） グラウンド・ゴルフ会員増強事業
雲雀丘山手ひばり会（宝塚市老連） 「サロン女性の集い」の立上げ
池田老人クラブ連合会（加古川市老連） 地域活動に潤いを 花壇制作
今福老人クラブ（加古川市老連） 家庭菜園づくり
高畑北なごみ会（加古川市老連） 充実したクラブ活動、クラブの活性化に向けて
安田老人クラブ（加古川市老連） コミュニティカフェ「ノット」「菜園カフェ」
高屋鶴亀会（豊岡市老連） つるかめ全員集合
丹波篠山市老連今田支部（丹波篠山市老連）高齢者の集い
三木市老人クラブ連合会 出前サロンの開設

令和２年度の「のじぎくクラブ兵庫助成事業」は、
下記の11団体に決定しました。

い
も
・
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
、

本
県
が
誇
る
農
産
物
の
農

園
を
「
の
じ
ぎ
く
ク
ラ
ブ

兵
庫
農
園
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
県
老
連
役
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
志
に
よ

り
収
穫
し
、
被
災
地
へ
送

付
し
た
。

3　

励
ま
し
の
「
元
気
う
ち

わ
」
５
２
０
本
と
熱
中
症

予
防
の
塩
飴
を
岡
山
県
老

連
へ
送
付
（
平
成
30
年
７

月
豪
雨
）。

4　

被
災
地
で
あ
る
愛
媛
県

の
ポ
ン
カ
ン
２
４
０
キ
ロ

を
購
入
し
、
福
島
県
の
大

熊
町
老
連
と
楢
葉
町
老

連
、
宮
城
県
石
巻
市
老
連

へ
送
付
。

5　

市
町
老
連
の
募
金
を
広

島
県
老
連
・
社
協
・
共
同

募
金
と
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
被
災
者
へ
送
金
。

な
ど
、
こ
の
10
年
間
で
、
総

額
約
１
億
円
余
り
を
被
災
地

へ
支
援
と
し
て
お
送
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
の
被
災
地
支

援
に
つ
い
て
は
、

❶　

本
県
が
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
頂
戴
し
た
支
援
に

対
す
る
感
謝
の
思
い
は
決

し
て
忘
れ
な
い
こ
と
。

❷　

し
か
し
な
が
ら
、
自
然

災
害
が
相
次
ぎ
恒
常
化
す

る
事
態
を
踏
ま
え
、
今
後

の
被
災
地
支
援
は
、
県
老

連
の
支
障
の
な
い
範
囲
で

行
う
こ
と
。

❸　

た
だ
し
、
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
超
え
る
よ
う
な

大
規
模
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
県
老
連
と
し
て

可
能
な
限
り
の
支
援
を
行

う
こ
と
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災

へ
の
支
援
は
、
発
災
後
10

年
と
な
る
本
年
度
で
一
定

の
区
切
り
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
は
、
25
年
前
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
未
曽
有

の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。し

か
し
、
全
国
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
頂
戴
し
、
今
日
、
復

旧
・
復
興
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
東
日
本
大
震

被
災
地
支
援
10
年
間
の

�

取
組
総
括
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県
老
連
事
業
報
告

・
今
後
の
県
老
連
の
主
な
行
事
予
定

・
全
市
町
女
性
部
長
合
同
研
修
の
開
催

　

県
老
連
で
は
、
兵
庫
県
か

ら
受
託
し
て
い
る
「
高
齢
者

自
助
力
（
防
災
意
識
）
強
化

推
進
業
務
」
を
円
滑
に
遂
行

す
る
た
め
、
県
内
39
市
町
す

べ
て
の
女
性
部
長
及
び
若
手

部
長
を
『
防
災
補
助
リ
ー

ダ
ー
』
に
任
命
し
、
各
市
町

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
女

月 日 事　業　名 開 催 地

10 6㈫ グラウンド・ゴルフ県大会 三田市

11
25㈬〜26㈭ 市町老連会長研修会 舞子ビラ神戸

中〜下旬 京都府女性委員との交流会 京都市

12

中〜下旬 大阪府若手委員との交流会 兵庫県内

8㈫ 女性・若手リーダー研修会
＜但馬・丹波ブロック＞ 朝来市

15㈫ 女性・若手リーダー研修会
＜中播磨・西播磨ブロック＞ たつの市

22㈫ 女性・若手リーダー研修会
＜東播磨・北播磨・淡路ブロック＞ 明石市

1 29㈮ 女性・若手リーダー研修会
＜阪神南・阪神北ブロック＞ 宝塚市

今後の県老連の主な行事予定

性
部
長
合
同
研

修
を
８
月
３
日

に
、
県
民
会
館
で
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
ま
ず
こ

の
防
災
講
習
と
し
て
、
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
木
作

主
任
研
究
員
か
ら
「
高
齢
者

の
避
難
に
あ
た
っ
て
の
留
意

点
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
い
た
後
、
小
松
相
生
市
老

連
会
長
か
ら
「
激
励
と
期

待
す
る
こ
と
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、さ
ら
に
、

加
古
川
市
老
連
の

西
部
長
か
ら
は
、

「
ど
な
い
や
訪
問
」

の
取
組
事
例
の
ご
紹
介
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
～
４
人
ず
つ

の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
日
頃
な
か
な
か
交
流
す

る
こ
と
の
な
い
同
じ
職
責
を

担
う
部
長
さ
ん
達
が
交
流

し
、「
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
あ
り
方
」
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
自
由
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
若
手
部
長
合
同
研

修
は
、
当
初
、
８
月
31
日
に

開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
踏
ま
え
延
期
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
事
態

が
鎮
静
化
す
れ
ば
開
催
す
る

予
定
で
す
。

※新型コロナウイルスの感染状況により延期または中止することもあります。
全
市
町
女
性
部
長

�
合
同
研
修
の
開
催
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・ 

飲
み
残
し
の
お
薬
な
ど
お
困
り
事
を
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・
薬
局
に
相
談
を
！

・
シ
ニ
ア
は
メ
タ
ボ
よ
り
フ
レ
イ
ル
対
策
！

・「
関
西
文
化
の
日
」
開
催

　「フレイル」という言葉を聞かれたことはありますか？

　「フレイル」とは、年をとって、筋力や心身の活力が低下し

た状態のことをいいます。長期間放っておくと要介護状態に

なる危険性が高くなります。

＜フレイル予防３ヶ条＞
◦体重減少に要注意

◦しっかりかめる　お口をつくる

◦１日３回、３つの皿（主食・主菜・副菜）をそろえて食べる

　複数の医療機関を受診して、それぞ

れ違う薬局でお薬をもらっていません

か？お薬が残っていませんか？ お薬

の飲み方や副作用について疑問はあり

ませんか？

　かかりつけ薬剤師・薬局を持つこと

により、ご自身の服用しているお薬を、

継続してチェックしてもらえます。例

えば、内科と眼科など複数の診療科を

受診して、同じお薬が処方されていな

いか、一緒に飲むことを避けた方が良いお薬がないか、副作用が出て

いないか、期待される効果が出ているかなどを継続的に確認すること

で、服用するお薬の安全性や有効性の向上が期待できます。

　お薬を安全に安心して使うために、お薬に関する情報や健康上のア

ドバイスなど、相談できる“かかりつけ薬剤師・薬局”を持ちましょう。

　毎年 10 月 17 日から 23 日までの１週間は「薬と健康の週間」です。

県内各地の薬局や大学の薬学部によるお薬の正しい使い方の啓発・健

康増進イベントの開催等が予定されています。

　「関西文化の日」は、関西一円の美術館・博物館・資料館等の文化施

設のご協力により、11 月に入館料（原則として常設展 ※通常無料施設

あり）を無料とする取組みです。

　関西が誇る長い歴史に培われた豊かな文化資源に気軽に接すること

のできる機会となっています。ぜひ、この機会に「文化の秋」、「芸術の秋」

を楽しんでみませんか？

　参加施設やスケジュールなど、詳しい情報はホームページをご覧く

ださい。

　なお、新型コロナウィルス感染拡大防止対策等のため、休館や入場

制限などの対応を取られている場合があります。開館についての最新

情報は必ず各施設の公式サイト等でご確認ください。

【期　間】�令和２年11月14日（土）・15日（日）�他
【主　催】�関西広域連合、関西観光本部、
� 関西元気文化圏推進協議会
【協　力】�文化庁地域創生本部
【問合先】�関西文化の日事務局
� 06-4964-8844（平日 10:00 〜 17:00）
【Ｈ　Ｐ】https://www.kansaibunka.com/bunkanohi/

10月は「ひょうご食育月間」です！
　食べ物を通じて実りの

季節を感じ、農作物の恩

恵に感謝しながら、“プラ

ス１の食育実践”に取り

組みましょう。

「フレイルシンポジウム」開催
【日時】 令和２年 11 月 21 日（土）午後

【会場】 シーサイドホテル舞子ビラ神戸

　　　 あじさいホール

【内容】 フレイル予防をテーマとした講演

　　　 （講師　東京大学　飯島勝矢教授）等

※ 申込方法などの詳細は、兵庫県ホームページで検索して

ください。

シニアはメタボよりフレイル対策

ひょうご食育月間

　飲み残しのお薬などお困り事を
� かかりつけ薬剤師・薬局に相談を！　

シニアはメタボよりフレイル対策！

主菜

汁物

兵庫県マスコット�はばタン

副菜

主食

県
か
ら
の
お
知
ら
せ入場

無料

「関西文化の日」開催
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新たな生活様式��「ひょうごスタイル」��を推進しましょう！

　マイナンバーカードを持っている人

が、マイナポイントの申込を行い、自分

で選んだキャッシュレス決済サービスで

20,000 円分の買い物（またはチャージ）

をすると、１人あたり 5,000 円分のマイ

ナポイントがもらえます。マイナポイン

トは選んだキャッシュレス決済サービス

のポイントとして利用可能です。

　ポイント還元率はなんと 25％！

　選べるキャッシュレス決済サービスは

100 種類以上！

　パソコン・スマートフォンをお持ちでな

い方でも、お住まいの市町窓口や郵便局

等で申込支援を実施中。（※マイナポイン

トの予約者数が予算の上限に達した場合

には、予約を締め切る可能性があります。）

　マイナンバーカードは身分証明書にな

るのはもちろん、来年からは健康保険証

としても利用が開始され、今後もデジタ

ル社会のパスポートとして幅広い場面で

利用が想定されます。

　この機会にマイナンバーカードを取得

し、マイナポイントの申込を行ってはい

かがですか？

■トイレの詰まり修理費用として想像以上に高い料金を請求された

■そんな時は！

① 水道の水漏れやトイレの詰まりの際に、焦らず止水できる

よう、止水栓（バルブ）の位置を確認しておきましょう。

② 止水後は、複数社から見積もりを取り、周りの人にも相

談して内容や料金を十分検討しましょう。

③ 既に修理業者を呼んだ場合でも、料金や内容に納得

できない場合は、きっぱりと契約を断りましょう。

④ 返金につながる場合もありますので、あきらめず消費生活相談窓口にご相談を！

　消費者トラブルで困ったときは、迷わず消費者ホットライン「188」に電話を！

　全国共通の電話番号「消費者ホットライン 188」は最寄りの消費生活相談窓口につな

がります。

　北朝鮮当局による日本人拉致は、我が国に対する主権

侵害であるとともに、重大な人権侵害です。日本政府は、

拉致被害者に関する捜査・調査及び情報収集活動を進め

ており、今後の動向が注目されます。政府認定拉致被害

者 17 人のうち、兵庫県関係者では有本恵子さん、田中実

さんの二人が認定を受けています。さらに、拉致の可能

性を排除できない行方不明者の中にも兵庫県関係者の方

がおられます。拉致問題は、一刻も早く解決しなければ

ならない国民的問題であり、一人ひとりがこの問題につ

いての関心と認識を深めていくことが大切です。

マイナンバーＨＹＯＧＯ！

政府拉致問題対策本部

ご存知ですか？
マイナポイント

こんな相談が増えています！�水回りの修理トラブル！

拉致問題についての関心と認識を深めましょう！

★「３密」（密閉・密集・密接）の回避
★身体的距離の確保（できるだけ２ｍ。最低１ｍ）
★マスクの着用、咳エチケットの徹底
★手洗い・手指消毒（手洗いは 30 秒程度、石けん・消毒薬の利用）
★体温測定・健康チェック（熱や風邪の症状がある時は自宅で療養）
★発症時やクラスター発生時に備え、いつ誰とどこで会ったかを記録

【問合先】 県人権推進課（人権啓発全般）☎ 078（362）3229

 県国際交流課（拉致問題啓発）☎ 078（362）3025

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
ご
存
知
で
す
か
？
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

・
こ
ん
な
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
！
水
回
り
の
修
理
ト
ラ
ブ
ル
！

・
拉
致
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

・
新
た
な
生
活
様
式「
ひ
ょ
う
ご
ス
タ
イ
ル
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
！

トイレが詰まったので、冷蔵庫に貼っていた「水回りのトラブル○○円～」とのマグネッ

ト広告の電話番号に連絡し修理を依頼した。やってきた作業員から「この工事だけでは詰

まりが取れない」等と言われ、追加作業を次から次へと勧められ、「せっかく来てもらって

いるのだし･･･」とお願いしたところ、最終的に30万円支払え、と言われた。
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加西市老連豊岡市老連

　近年、毎年のように大規模災害が頻発しており、
多くの高齢者や障害者が犠牲になっています。令和
２年７月豪雨災害では想定外の雨量に対応できず、
被害に遭われた方の８割以上が高齢者であったと報
道されています。一人ひとりが自らの命は自らが守
る「自助」の意識を持つことが大切です。
　県では県老連と連携し、防災ピアリーダー等を任
命し、各地で自助力を高めるワークショップの開催
等を支援しています。①警戒レベル３で自宅から避
難所へ逃げる水平避難、②浸水を想定し高いところ
へ逃げる垂直避難、③家にとどまることで安全を確

保する在宅避難などその場に適した避難行動を心が
けましょう。また、家族等といざという時にどのよ
うな方法で連絡を取り合うのか、集合場所、避難場
所や避難経路などを事前に確認しておくことも大切
です。コロナ禍において、持ち出し準備品や避難所
での対応に変
化 も あ り ま
す。平常時か
ら防災意識を
持ち、逃げ遅
れ る こ と な
く、命を守り
ましょう。

　

５
月
末
の
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
を
受
け
、
人
々
の
外

出
機
会
が
増
え
る
た
め
、
加

西
市
か
ら
、
市
内
の
３
～
５

歳
の
保
育
園
児
や
、
ま
た
、

各
種
行
事
等
で
必
要
と
な
る

高
齢
者
の
方
を
対
象
と
す
る

「
手
作
り
マ
ス
ク
」
の
製
作

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
老
連
と
し
て
も
、「
得

意
と
す
る
裁
縫
技
術
を
活
か

し
て
協
力
し
ま
し
ょ
う
‼
」

と
直
ち
に
応
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

型
紙
を
基
に
生
地
を
裁
断

し
、
表
裏
を
き
ち
ん
と
合
わ

せ
、
弛
み
が
な
い
よ
う
に
押

さ
え
な
が
ら
、
ミ
シ
ン
で
見

た
目
が
美
し
く
な
る
よ
う
、

　

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
今
年
度
最
初
の
事
業

「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

を
豊
岡
市
総
合
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
当
初
の
予
定

６
月
26
日
か
ら
２
週
間
遅
れ

の
７
月
９
日
、
連
日
の
梅
雨

空
の
中「
こ
の
日
し
か
な
い
」

と
い
う
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

10
回
の
節
目
を
迎
え
た
今

年
は
趣
向
を
変
え
、「
コ
マ

図
の
採
用
」
と
こ
れ
ま
で
は

午
後
に
行
っ
て
い
た
「
ゲ
ー

ム
を
コ
ー
ス
中
３
箇
所
・
体

育
館（
午
後
）２
つ
」
と
し
ま

し
た
。

兵庫県からのお知らせ

お問い合わせ先

スポンサーの
皆さまへ

　このたびは、のじぎ
くクラブ兵庫が発行す
る｢きずな｣ への広告
掲載を賜り、誠にあり
がとうございました。
　私たち老人クラブ
は、高齢者の幸せづく
りと地域貢献を目標
に、健康と友愛、そし
て奉仕の精神をもっ
て、これからも積極的
な活動を行ってまいり
ますので、今後ともま
すますのご支援をお願
い申し上げます。
のじぎくクラブ兵庫

端
か
ら
３
ミ
リ
の
幅
を
取
っ

て
「
ふ
ち
縫
い
」
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

最
終
の
ゴ
ム
通
し
で
は
、

ゴ
ム
ひ
も
の
替
わ
り
に
、
や

や
厚
地
の
新
し
い
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
を
リ
ン
グ
状
に
切
り
、

そ
れ
を
は
さ
み
込
ん
で
縫
い

上
げ
、
仕
上
げ
る
と
い
う
工

夫
を
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
柔
ら
か
で
耳
に
か
け

易
く
、
ま
た
、
カ
ワ
イ
イ
お

し
ゃ
れ
マ
ス
ク
が
た
く
さ
ん

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
達
の
「
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
で
ね
」
と
い
う
熱
い
想

い
が
、
ど
う
か
多
く
の
皆
様

に
届
き
ま
す
よ
う
に
‼

　

３
月
か
ら
ス
ト
ッ
プ
し
た

ま
ま
の
活
動
を
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
を
受
け
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
見
た
く
て
開

催
し
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
着

用
・
手
指
消
毒
・
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
熱
中
症
予
防
と

人
と
の
距
離
を
保
つ
た
め

『
マ
ス
ク
は
外
し
て
傘
を
さ

し
な
が
ら
』
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
で
す
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
20
（
１
０ 

０
人
）
ス
タ
ッ
フ
と
併
せ
て

１
３
２
人
、
梅
雨
空
を
吹
き

飛
ば
す
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
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手作りマスクの寄贈みんなの笑顔が見たくて
「健康ウォークラリー」
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